
主催・お問合わせ TEL 03-5828-7591 公益財団法人  台東区芸術文化財団 https://www.taitogeibun.net

　江戸幕府の庇護のもとにあった能楽は明治維新で大打撃を受けます。
明治２年、徳川宗家とともに観世大夫も静岡に移りました。混乱のなか江
戸に残って能楽を守った一人が初世梅若実です。慶應元年に厩橋の自宅
に建てた小さな舞台が復興の拠点の一つになりました（のち篠山藩青山
家の江戸中屋敷舞台を移築）。明治８年、上根岸にあった加賀前田家の屋
敷に能舞台が作られました。後に染井に移築され長く親しまれます。現在
は横浜能楽堂に移築されています。昭和11年、東京藝術大学に邦楽科が
設置され能楽も教科の一つになりました。
　能楽と台東区とのこうした深い縁があって台東薪能は生まれました。薪
能は、本来は春の季語にもなっている神事です。現在は主として、野外の
仮設舞台で夜間に篝火を焚いて
行われる能の公演を指します。
〝火入れ式〟が大きな呼び物で
すが、台東薪能では木遣りで火
が運ばれるのが他にはない特色
です。台東区民が育てて来た薪
能を、末永くご支援ください。

 （児玉　信）
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台東薪能について

会場周辺案内図
金龍山浅草寺境内 台東区浅草 2－3－1

狂言『伯母ヶ酒』 能楽師狂言方大蔵流
埼玉県狭山市出身。故・山本則直の長男。父及び山本東次郎（人間国宝）に師事。昭和51
年10月、景英後援会にて狂言「靭猿」の子猿で初舞台。昭和63年、国立能楽堂開場五周
年記念にて「千歳」を披く。平成8年11月山本会別会追善公演にて「釣狐」、17年山本会別
会にて「花子」を披く。平成22年度第65回文化庁芸術祭優秀賞受賞。平成23年5月、第15
回日本伝統文化振興財団賞受賞。一般社団法人日本能楽会会員（重要無形文化財能楽
総合保持者）、公益社団法人能楽協会会員。

山本 泰太郎
やま もと やす た ろう

アクセス

雨天の場合

「過去の公演の様子」撮影：駒井壮介
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東武スカイツリーライン：浅草駅より徒歩  約5分 
東京メトロ銀座線：浅草駅より徒歩  約5分 
つくばエクスプレス：浅草駅より徒歩  約10分 
都営地下鉄浅草線：浅草駅Ａ4出口より徒歩  約10分
都営バス：浅草雷門より徒歩  約5分
台東区循環バス北めぐりん（浅草回り）：二天門、浅草寺北より徒歩  約3分

●会場には駐車場がございません。お車は雷門地下駐車場等をご利用ください。
●会場入口は浅草寺境内観光バス駐車場側となります。

●駐輪場は「隅田公園自転車駐輪場」、「つくばエクスプレス浅草駅北自転車駐輪場」、「つくばエクスプレス浅草駅南自
　転車駐輪場」をご利用ください。

・雨天の場合は台東区立浅草公会堂（台東区浅草1－38－6）にて行います。
・途中降雨による中止の場合でも、能「鶴亀」終了後は払戻しいたしかねますので、予めご了承ください。

WEB

電話

会場：金龍山浅草寺境内
　　　　（雨天時：台東区立浅草公会堂）
下町・浅草の夜に浮かぶ、幽玄な世界をお楽しみください。

※開演直前は大変混み合いますので、
　時間に余裕をもってお越しください。 共催：台東区

協賛：どぜう 飯田屋／天麩羅 中清／
　　　株式会社 宮本卯之助商店
協力：金龍山浅草寺／浅草花やしき

 ・上演中の写真撮影及び録音、録画は固くお断りいたします。
 ・屋外での開催となりますので、熱中症対策や虫刺され対策
　を各自でお願いいたします。
 ・今後の状況により、感染対策にご協力いただく場合がござ
　います。

窓口

終演後、フォトセッションタイム

＜火入れ式＞
木遣り・纏振り　第五區木遣り会

能　 ◆鶴　　亀 坂　真太郎
狂言 ◆伯母ヶ酒 山本泰太郎
能　 ◆土 蜘 蛛 観世　喜正

つち ぐ も

つる かめ

お ば が さけ

入場料（全席指定） S席 5,000円
 A席 4,000円
 （未就学児入場不可）

入場券発売日 令和7年6月4日（水）
 午前9時より

開場：午後５時15分
開演：午後６時

令和7年

7月30日（水）

能『鶴亀』 能楽師シテ方観世流
昭和47年、故・坂 真次郎の長男として東京都台東区に生まれる。三世・観世喜之師に師
事。昭和50年に初舞台。東京藝術大学音楽学部邦楽科能楽専攻を卒業。在学中に「安宅
賞」を受賞。平成15年に皇居・桃華楽堂で独鼓「菊慈童」を皇后陛下の御前にて奏演。浅
草寺境内での「台東薪能」には、昭和56年より出演。ＮＨＫ大河ドラマに多数出演。現在、
台東区アートアドバイザー、たいとう観光大使、一般社団法人 日本能楽会会員（重要無
形文化財能楽総合保持者）、公益社団法人 能楽協会 東京支部常議員。台東区在住。

坂 真太郎
ばん しん た ろう

能『土蜘蛛』 能楽師シテ方観世流
昭和45年、三世・観世喜之の長男として東京に生まれる。２歳半にて初舞台。本拠地の東
京神楽坂の矢来能楽堂を中心に、全国各地での公演に多数出演する他、普及活動や講
演も多く行なう。慶應義塾大学法学部卒業。公益社団法人観世九皐会理事長。公益社団
法人能楽協会理事。一般社団法人 日本能楽会会員（重要無形文化財能楽総合保持
者）、法政大学大学院、皇學館大学非常勤講師。著書「演目別に見る能装束」(淡交社)、
DVD「スピカろうそく能」（日本伝統文化振興財団）ほかの主演・作成・監修。

観世 喜正
かん ぜ よし まさ

写真：能『土蜘蛛』観世喜正　（撮影：青木信二）
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入場料（全席指定） S席 5,000円
 A席 4,000円
 （未就学児入場不可）

入場券発売日 令和7年6月4日（水）
 午前9時より

終演後、フォトセッションタイム

＜火入れ式＞
木遣り・纏振り　第五區木遣り会

能　 ◆鶴　　亀 坂　真太郎
狂言 ◆伯母ヶ酒 山本泰太郎
能　 ◆土 蜘 蛛 観世　喜正
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「能サポ」対応公演
舞台の上演に合わせて演目の解説などが自動でスマートフォン・タブレットに表示されるサービスです。
お持ちのスマートフォン・タブレットでどの座席からでも、解説をご覧いただけます。
（能「鶴亀」「土蜘蛛」のみ。機器の貸し出しはございません。日・英対応。）

〈ご利用方法〉
QRコードを読み込んでEG-G
アプリサイトをご確認ください
http：//www.eg-gapp.com/

App Store Google Play

入場券取り扱い　
 台東区芸術文化財団
 オンラインチケットサービス
 CNプレイガイド　0570-08-9999
 （営業時間午前10時～午後6時）
※セブンイレブン・ファミリーマートでの発券手続きが必要と
　なり、手数料が発生いたします。
※電話購入では、座席選択はご利用できません。予めご了承く
　ださい。
※公演日が近づくと電話受付は終了となります。詳しくはお問
　合せください。
※前売券が完売した場合は、当日券の販売はございません。

 台東区立浅草公会堂窓口
 （午前9時～午後5時）

入場券取り扱い　
 台東区芸術文化財団
 オンラインチケットサービス
 CNプレイガイド　0570-08-9999
 （営業時間午前10時～午後6時）
※セブンイレブン・ファミリーマートでの発券手続きが必要と
　なり、手数料が発生いたします。
※電話購入では、座席選択はご利用できません。予めご了承く
　ださい。
※公演日が近づくと電話受付は終了となります。詳しくはお問
　合せください。
※前売券が完売した場合は、当日券の販売はございません。

 台東区立浅草公会堂窓口
 （午前9時～午後5時）

写真：能『土蜘蛛』観世喜正　（撮影：青木信二）

共催：台東区
協賛：どぜう 飯田屋／天麩羅 中清／
　　　株式会社 宮本卯之助商店
協力：金龍山浅草寺／浅草花やしき

 ・上演中の写真撮影及び録音、録画は固くお断りいたします。
 ・屋外での開催となりますので、熱中症対策や虫刺され対策
　を各自でお願いいたします。
 ・今後の状況により、感染対策にご協力いただく場合がござ
　います。

会場：金龍山浅草寺境内
　　　　（雨天時：台東区立浅草公会堂）
下町・浅草の夜に浮かぶ、幽玄な世界をお楽しみください。

※開演直前は大変混み合いますので、
　時間に余裕をもってお越しください。

アプリを事前にダウンロードしてご使用ください。

開場：午後５時15分
開演：午後６時

利用無料
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浅草寺境内　座席図（全席指定）

雨天時会場：浅草公会堂　座席図（全席指定）
【雨天時の浅草公会堂座席について】

●S席の方は１階席・２階席前方、A席の方は２階席後
方・３階席に振替となります。 

●雨天時の座席について
　チケット券面に記載の雨天時振替座席「○階◯列◯
番」をご確認ください。 

●浅草寺境内の会場にて連番のお席でも、浅草公会堂
では横並びにならない、あるいは通路を挟んだお席
となる場合がございます。予めご了承ください。 

※各会場の座席番号及び雨天時における座席詳細につき
ましては、台東区芸術文化財団ホームページ(https://
　www.taitogeibun.net)をご覧ください。 

●途中降雨による中止の場合でも、能「鶴亀」終了後は
払戻しいたしかねますので、予めご了承ください。
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【座席から見た舞台の見え方】

〈スタンド席から〉 〈スタンド席以外から〉
※傾斜があり、舞台全体
がよく見える席です。

※舞台から近い席です。
座席に傾斜がございま
せん。
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能
『
鶴
亀
』

　新
春
の
唐
の
都
が
舞
台
で
す
。
四
季
の
始
め
の
節
会
に
は
玄
宗
皇
帝
が
不

老
門
で
日
月
の
光
を
御
覧
に
な
る
の
で
、
文
官
・
武
官
は
じ
め
万
民
お
し
な

べ
て
拝
賀
の
と
き
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ど
な
く
大
臣
を
従
え
た
皇
帝
が
蓬

莱
山
と
も
見
紛
う
金
銀
珠
玉
で
荘
厳
さ
れ
た
月
宮
殿
に
お
出
ま
し
に
な
り
、

嘉
例
に
倣
っ
て
池
の
鶴
亀
に
舞
を
舞
わ
せ
ま
す
。
や
が
て
舞
い
終
え
た
鶴
亀

が
皇
帝
に
長
寿
を
捧
げ
る
と
、
喜
ん
だ
皇
帝
は
玉
座
を
立
ち
、
自
ら
が
月
の

都
で
聞
い
て
作
っ
た
と
い
う
「
霓
裳
羽
衣
の
曲
」
を
舞
っ
て
国
土
の
永
遠
を

祈
念
し
て
長
生
殿
に
還
御
し
ま
す
。
め
で
た
さ
に
溢
れ
た
能
で
す
。

狂
言
『
伯
母
ヶ
酒
』

　酒
屋
を
営
む
伯
母
が
ケ
チ
く
さ
い
こ
と
を
言
っ
て
酒
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た

こ
と
が
な
い
、
と
不
満
た
ら
た
ら
の
甥
が
、
今
日
こ
そ
は
上
手
く
口
実
を
つ

け
て
飲
ま
せ
て
み
せ
る
、
と
意
気
込
ん
で
伯
母
の
店
を
訪
れ
ま
す
。
だ
が
、

伯
母
の
断
り
方
が
一
枚
上
手
。
甥
は
諦
め
て
帰
り
か
け
ま
す
が
、
途
中
で
計

略
を
思
い
つ
い
て
店
へ
舞
い
戻
る
と
、
付
近
に
鬼
が
出
た
そ
う
だ
か
ら
用
心

を
し
た
ほ
う
が
い
い
、
と
怖
が
ら
せ
ま
す
。
実
は
自
分
が
鬼
に
化
け
て
酒
に

あ
り
つ
こ
う
と
い
う
算
段
。
果
た
し
て
計
略
は
成
功
す
る
か
ど
う
か
。
甥
と

伯
母
の
駆
け
引
き
が
笑
い
を
誘
い
ま
す
。

 

能
『
土
蜘
蛛
』

　源
頼
光
の
武
勇
譚
の
一
つ
で
す
。
何
物
の
仕
業
か
、
頼
光
は
病
の
床
に
伏

し
て
い
ま
す
。
典
薬
寮
の
薬
を
携
え
て
見
舞
い
に
訪
れ
た
侍
女
胡
蝶
に
、
も

は
や
末
期
と
弱
音
を
吐
く
。
そ
の
夜
更
け
、
意
識
の
混
濁
す
る
頼
光
の
寝
所

に
得
体
の
し
れ
な
い
僧
形
が
忍
び
寄
り
、
思
い
知
っ
た
か
と
蜘
蛛
の
糸
を
投

げ
か
け
ま
す
。
頼
光
が
枕
元
の
名
刀
膝
丸
を
抜
き
放
ち
切
り
付
け
る
と
、
手

応
え
と
と
も
に
僧
形
は
消
え
失
せ
る
。
騒
ぎ
を
聞
い
た
独
武
者
が
駆
け
つ
け

る
と
、
頼
光
は
化
生
は
蜘
蛛
だ
と
事
の
次
第
を
語
り
、
膝
丸
を
蜘
蛛
切
と
名

付
け
ま
す
。
そ
の
蜘
蛛
切
を
賜
っ
た
独
武
者
は
、
化
生
を
退
治
す
る
べ
く
家

来
を
引
き
連
れ
て
蜘
蛛
の
住
処
に
向
か
い
ま
す
。
頼
光
と
化
生
の
立
ち
回
り
、

蜘
蛛
の
本
性
を
現
し
た
化
生
と
独
武
者
た
ち
と
の
争
い
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

【
演
目
の
あ
ら
す
じ
】

浅草寺境内　座席図（全席指定）

雨天時会場：浅草公会堂　座席図（全席指定）
【雨天時の浅草公会堂座席について】

●S席の方は１階席・２階席前方、A席の方は２階席後
方・３階席に振替となります。 

●雨天時の座席について
　チケット券面に記載の雨天時振替座席「○階◯列◯
番」をご確認ください。 

●浅草寺境内の会場にて連番のお席でも、浅草公会堂
では横並びにならない、あるいは通路を挟んだお席
となる場合がございます。予めご了承ください。 

※各会場の座席番号及び雨天時における座席詳細につき
ましては、台東区芸術文化財団ホームページ(https://
　www.taitogeibun.net)をご覧ください。 

●途中降雨による中止の場合でも、能「鶴亀」終了後は
払戻しいたしかねますので、予めご了承ください。
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【座席から見た舞台の見え方】

〈スタンド席から〉 〈スタンド席以外から〉
※傾斜があり、舞台全体
がよく見える席です。

※舞台から近い席です。
座席に傾斜がございま
せん。
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主催・お問合わせ TEL 03-5828-7591 公益財団法人  台東区芸術文化財団 https://www.taitogeibun.net

　江戸幕府の庇護のもとにあった能楽は明治維新で大打撃を受けます。
明治２年、徳川宗家とともに観世大夫も静岡に移りました。混乱のなか江
戸に残って能楽を守った一人が初世梅若実です。慶應元年に厩橋の自宅
に建てた小さな舞台が復興の拠点の一つになりました（のち篠山藩青山
家の江戸中屋敷舞台を移築）。明治８年、上根岸にあった加賀前田家の屋
敷に能舞台が作られました。後に染井に移築され長く親しまれます。現在
は横浜能楽堂に移築されています。昭和11年、東京藝術大学に邦楽科が
設置され能楽も教科の一つになりました。
　能楽と台東区とのこうした深い縁があって台東薪能は生まれました。薪
能は、本来は春の季語にもなっている神事です。現在は主として、野外の
仮設舞台で夜間に篝火を焚いて
行われる能の公演を指します。
〝火入れ式〟が大きな呼び物で
すが、台東薪能では木遣りで火
が運ばれるのが他にはない特色
です。台東区民が育てて来た薪
能を、末永くご支援ください。

 （児玉　信）

ひ　ご

かがりび

うめわかみのる うまやばし

台東薪能について

会場周辺案内図
金龍山浅草寺境内 台東区浅草 2－3－1

狂言『伯母ヶ酒』 能楽師狂言方大蔵流
埼玉県狭山市出身。故・山本則直の長男。父及び山本東次郎（人間国宝）に師事。昭和51
年10月、景英後援会にて狂言「靭猿」の子猿で初舞台。昭和63年、国立能楽堂開場五周
年記念にて「千歳」を披く。平成8年11月山本会別会追善公演にて「釣狐」、17年山本会別
会にて「花子」を披く。平成22年度第65回文化庁芸術祭優秀賞受賞。平成23年5月、第15
回日本伝統文化振興財団賞受賞。一般社団法人日本能楽会会員（重要無形文化財能楽
総合保持者）、公益社団法人能楽協会会員。

山本 泰太郎
やま もと やす た ろう

アクセス

雨天の場合

「過去の公演の様子」撮影：駒井壮介
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東武スカイツリーライン：浅草駅より徒歩  約5分 
東京メトロ銀座線：浅草駅より徒歩  約5分 
つくばエクスプレス：浅草駅より徒歩  約10分 
都営地下鉄浅草線：浅草駅Ａ4出口より徒歩  約10分
都営バス：浅草雷門より徒歩  約5分
台東区循環バス北めぐりん（浅草回り）：二天門、浅草寺北より徒歩  約3分

●会場には駐車場がございません。お車は雷門地下駐車場等をご利用ください。
●会場入口は浅草寺境内観光バス駐車場側となります。

●駐輪場は「隅田公園自転車駐輪場」、「つくばエクスプレス浅草駅北自転車駐輪場」、「つくばエクスプレス浅草駅南自
　転車駐輪場」をご利用ください。

・雨天の場合は台東区立浅草公会堂（台東区浅草1－38－6）にて行います。
・途中降雨による中止の場合でも、能「鶴亀」終了後は払戻しいたしかねますので、予めご了承ください。

WEB

電話

会場：金龍山浅草寺境内
　　　　（雨天時：台東区立浅草公会堂）
下町・浅草の夜に浮かぶ、幽玄な世界をお楽しみください。

※開演直前は大変混み合いますので、
　時間に余裕をもってお越しください。 共催：台東区

協賛：どぜう 飯田屋／天麩羅 中清／
　　　株式会社 宮本卯之助商店
協力：金龍山浅草寺／浅草花やしき

 ・上演中の写真撮影及び録音、録画は固くお断りいたします。
 ・屋外での開催となりますので、熱中症対策や虫刺され対策
　を各自でお願いいたします。
 ・今後の状況により、感染対策にご協力いただく場合がござ
　います。

窓口

終演後、フォトセッションタイム

＜火入れ式＞
木遣り・纏振り　第五區木遣り会

能　 ◆鶴　　亀 坂　真太郎
狂言 ◆伯母ヶ酒 山本泰太郎
能　 ◆土 蜘 蛛 観世　喜正

つち ぐ も

つる かめ

お ば が さけ

入場料（全席指定） S席 5,000円
 A席 4,000円
 （未就学児入場不可）

入場券発売日 令和7年6月4日（水）
 午前9時より

開場：午後５時15分
開演：午後６時

令和7年

7月30日（水）

能『鶴亀』 能楽師シテ方観世流
昭和47年、故・坂 真次郎の長男として東京都台東区に生まれる。三世・観世喜之師に師
事。昭和50年に初舞台。東京藝術大学音楽学部邦楽科能楽専攻を卒業。在学中に「安宅
賞」を受賞。平成15年に皇居・桃華楽堂で独鼓「菊慈童」を皇后陛下の御前にて奏演。浅
草寺境内での「台東薪能」には、昭和56年より出演。ＮＨＫ大河ドラマに多数出演。現在、
台東区アートアドバイザー、たいとう観光大使、一般社団法人 日本能楽会会員（重要無
形文化財能楽総合保持者）、公益社団法人 能楽協会 東京支部常議員。台東区在住。

坂 真太郎
ばん しん た ろう

能『土蜘蛛』 能楽師シテ方観世流
昭和45年、三世・観世喜之の長男として東京に生まれる。２歳半にて初舞台。本拠地の東
京神楽坂の矢来能楽堂を中心に、全国各地での公演に多数出演する他、普及活動や講
演も多く行なう。慶應義塾大学法学部卒業。公益社団法人観世九皐会理事長。公益社団
法人能楽協会理事。一般社団法人 日本能楽会会員（重要無形文化財能楽総合保持
者）、法政大学大学院、皇學館大学非常勤講師。著書「演目別に見る能装束」(淡交社)、
DVD「スピカろうそく能」（日本伝統文化振興財団）ほかの主演・作成・監修。

観世 喜正
かん ぜ よし まさ

写真：能『土蜘蛛』観世喜正　（撮影：青木信二）
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令和7年

7月30日（水）

入場料（全席指定） S席 5,000円
 A席 4,000円
 （未就学児入場不可）

入場券発売日 令和7年6月4日（水）
 午前9時より

終演後、フォトセッションタイム

＜火入れ式＞
木遣り・纏振り　第五區木遣り会

能　 ◆鶴　　亀 坂　真太郎
狂言 ◆伯母ヶ酒 山本泰太郎
能　 ◆土 蜘 蛛 観世　喜正

つち ぐ も

つる かめ

お ば が さけ

「能サポ」対応公演
舞台の上演に合わせて演目の解説などが自動でスマートフォン・タブレットに表示されるサービスです。
お持ちのスマートフォン・タブレットでどの座席からでも、解説をご覧いただけます。
（能「鶴亀」「土蜘蛛」のみ。機器の貸し出しはございません。日・英対応。）

〈ご利用方法〉
QRコードを読み込んでEG-G
アプリサイトをご確認ください
http：//www.eg-gapp.com/

App Store Google Play

入場券取り扱い　
 台東区芸術文化財団
 オンラインチケットサービス
 CNプレイガイド　0570-08-9999
 （営業時間午前10時～午後6時）
※セブンイレブン・ファミリーマートでの発券手続きが必要と
　なり、手数料が発生いたします。
※電話購入では、座席選択はご利用できません。予めご了承く
　ださい。
※公演日が近づくと電話受付は終了となります。詳しくはお問
　合せください。
※前売券が完売した場合は、当日券の販売はございません。

 台東区立浅草公会堂窓口
 （午前9時～午後5時）

入場券取り扱い　
 台東区芸術文化財団
 オンラインチケットサービス
 CNプレイガイド　0570-08-9999
 （営業時間午前10時～午後6時）
※セブンイレブン・ファミリーマートでの発券手続きが必要と
　なり、手数料が発生いたします。
※電話購入では、座席選択はご利用できません。予めご了承く
　ださい。
※公演日が近づくと電話受付は終了となります。詳しくはお問
　合せください。
※前売券が完売した場合は、当日券の販売はございません。

 台東区立浅草公会堂窓口
 （午前9時～午後5時）

写真：能『土蜘蛛』観世喜正　（撮影：青木信二）

共催：台東区
協賛：どぜう 飯田屋／天麩羅 中清／
　　　株式会社 宮本卯之助商店
協力：金龍山浅草寺／浅草花やしき

 ・上演中の写真撮影及び録音、録画は固くお断りいたします。
 ・屋外での開催となりますので、熱中症対策や虫刺され対策
　を各自でお願いいたします。
 ・今後の状況により、感染対策にご協力いただく場合がござ
　います。

会場：金龍山浅草寺境内
　　　　（雨天時：台東区立浅草公会堂）
下町・浅草の夜に浮かぶ、幽玄な世界をお楽しみください。

※開演直前は大変混み合いますので、
　時間に余裕をもってお越しください。

アプリを事前にダウンロードしてご使用ください。

開場：午後５時15分
開演：午後６時

利用無料


